
発行　京都府宇治市

編!ii　広　報　課

〒611京鄙町字治市

宇乱琵'il33i)S申
2 /21
昭和62年

(1987年)
心川0774)22－3141

●Mil 1 日'llll･21II兌行

第765号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　｛昭和62年2 n 1日現在｝

世帯数　54,164世帯（前月比117世帯増）

人　ロ　169,135人（前月比199人増）

　　男　83,859人

　　女　85,276人

地域に根づく自治意識
剛辱政商政暦昌ターア^少－[ﾄ薗遜から

コ
ミ
ユ

テ
イ
ー

に
は
自
主
参
加
の
組
織
で

　市では昨年､｢コミュニティーと生涯学習

に関する市民意識｣について、アンケート

調査を実施。この程、結果がまとまりまし

た。それによると、９割以上の市民が地域

の連帯と和を重視。しかし、具体的な対応

では、行動が意識に伴わないようです。一

方、町内(自治)会への参加度・満足度は低

く、地域網羅型組織の変革が求められてい

ます。スポーツや芸能など、主体的参加組

織への市民の関心は極めて高く、コミュニ

ティー形成はこの辺に一つの鍵があると言

えそうです。
17）

５

▲市政モニターの集い（SGI.

　
今
回
の
調
査
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
地
域
で
の
各
種
住
民
組
織

へ
ど
の
よ
シ
な
意
識
で
か
か
わ
っ

て
い
る
の
か
を
調
べ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
の
行
政
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
速
に
変
化
す
る
生

涯
学
習
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
お

尋
ね
し
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
選
挙
八
名
簿
の
中
か

ら
年
代
・
性
別
・
地
域
を
考
慮
し
、

六
十
一
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
二
百

人
を
無
作
為
で
抽
出
。
回
答
者
は

百
七
十
三
人
、
回
収
率
は
八
六
・

五
％
で
し
た
。

　
満
足
度
な
ど
の
低
い

　
　
　
　
町
内
（
自
治
）
会

　
昭
和
五
十
四
年
の
調
査
か
ら
七

年
奎
経
て
、
「
居
住
継
続
茎
Ｊ
」

舎
ｙ
す
人
は
五
八
％
か
ら
七
九
％

に
増
加
。
市
民
の
定
住
意
向
は
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
－
意
識
に
つ
い

て
の
質
問
で
は
、
「
地
域
の
慣
習
な

ど
に
従
い
和
か
夭
切
に
し
た
い
」

＝
四
六
％
、
「
環
境
か
エ
く
す
る
た

め
に
自
ら
の
貴
任
で
積
極
的
に
協

力
し
た
い
」
＝
四
五
％
と
、
高
い
比

率
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
場

合
、
地
域
で
の
共
同
体
意
識
が
強

い
安
定
し
た
社
会
と
い
え
乖
ｙ
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
地
域
協
力
に
対
し
て
は
、
積
極

性
を
示
す
人
が
七
二
％
、
こ
の
傾

向
は
、
若
い
世
代
（
二
・
三
十
歳

代
）
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
地
域
で
の
具
体
的
な
問

題
へ
の
対
応
で
は
、
「
・
・
・
自
ら
の

責
任
で
積
極
的
に
協
力
し
た
い
」

と
答
え
た
人
の
四
一
面
が
「
自
分

で
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
世
話

す
る
」
と
し
て
第
一
位
。
地
域
連

帯
意
識
の
強
い
人
ほ
ど
、
具
体
的
・

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
比
率
が
四
・
五
十
歳

代
で
そ
れ
ぞ
れ
三
九
％
、
三
八
％

を
示
す
の
に
比
べ
、
二
・
三
十
歳

代
で
は
三
〇
％
、
二
九
％
と
、
若

い
世
代
で
は
、
地
域
協
力
に
対
す

る
意
識
は
高
い
が
、
現
実
的
な
対

応
が
な
か
な
か
伴
わ
な
い
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
住
民
組
織
に
つ
い
て
質

問
。
市
へ
要
望
な
ど
を
行
ラ
場
合

の
方
法
は
、
町
内
（
自
治
）
会
を
通

じ
て
（
五
六
％
）
、
自
分
で
市
へ
行

く
（
五
〇
％
）
、
議
員
・
政
党
に
連

絡
（
一
六
％
）
Ｉ
の
順
。
町
内
（
自

治
）
会
へ
の
、
市
民
の
期
待
は
大

き
い
ぶ
つ
で
す
。
一
方
、
個
人
で

直
接
市
へ
相
談
す
る
人
の
割
合
も

多
く
、
こ
れ
は
市
民
牛
活
か
巡
る

問
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
の
中
で
、

町
内
（
自
治
）
会
の
対
５
能
力
を
超

え
る
問
題
が
増
大
し
て
来
て
い
る

連帯意識と具体的な対応との相関関係

４
市
民
必
見
の
「
友
好
都
市
コ
ー
ナ
ー
」

こ
と
が
一
因
と
考
泰
記
笛
す
。

　
町
内
（
自
治
）
会
が
催
す
レ
ク
リ

干
‐
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
状
況
は
、

「
必
ず
参
加
」
「
時
々
参
加
」
と
す

る
人
が
合
計
で
七
八
％
。
と
こ
ろ

で
、
各
種
住
民
組
織
へ
の
参
加
度
・

満
足
度
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
芸

能
・
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
」
加
入
者

の
数
値
が
そ
れ
ぞ
れ
八
一
％
の
高

率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
、
組
織
へ
の
参
加
度
・

満
足
度
は
、
目
的
が
明
確
で
自
主

的
に
加
入
す
る
組
織
ほ
ど
高
く
、

町
内
（
自
治
）
会
の
よ
之
地
域
網

羅
型
の
も
の
は
低
く
な
る
ぶ
つ
で

す
。

　具体的な問題
　での対応

言

との連帯意識

あ自
れ分
ばで
お出
世来
話る
すこ
ると
　が

れ近
ば所
おの
世人
話か
すら
る話
　が　あ

がお
な世
か話
なし
かた
出い
来と
な思
いう

み役
て所
もに
ら連
う絡
　し
　て
　面
　倒

で
と
い

そ

の

他

しきたりや慣習、やり方に従

い、互いの和を大切にする。

　　％
34.2

　　％
13.9

　　％

38

　　％
12.6

　％
1.3

環境をよくするためには義務
程度で協力。
つき合いはなるべく■&けたい。

　％
7.1

　％
7.1

　　％
50

　　％
28.7

　％
7.1

環境や生活をよくするのは自
分の責務。
積極的に協力する。

　　％
42.1

　　％
11.8

　　％
34.2

　％
9.3

　％
2.6

地域社会にあまり関心ない。

自分の生活を大切にしたい。

　　％
66.7

　　％
33.3

市庁舎玄関ロビーに

友好都市コーナー

　
一
月
二
土
八
日
か
ら
、
市
庁
舎
玄
関

ロ
ビ
ー
に
「
友
好
都
市
コ
ー
ナ
ー
」
が

設
置
。
訪
れ
る
人
た
ち
の
関
心
を
集
め

て
い
水
子
。

　
昨
年
、
本
市
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
市
、
ま
た
中
国
陵
西
省
咸
陽

市
と
の
間
で
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
。

同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
流
に
際
し
て
両

市
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
の
品
４
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
展
示
ヶ
Ｉ
ス
に
は
、
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
か
ら
の
錫
（
す
ず
）
製
品

や
咸
陽
市
か
ら
の
陶
磁
器
、
コ
ル
ク
工

芸
品
な
ど
を
陳
列
。
そ
れ
ぞ
れ
、
卓
越

し
た
職
人
芸
を
伝
え
る
と
共
に
、
お
国

柄
の
違
い
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
コ
ー
ナ
ー
は
、
折
り
に
ふ

れ
模
様
替
え
を
行
い
、
新
た
な
情
報
や

展
示
品
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。
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増
設
が
望
ま
れ
る

　
市
主
催
の
サ
ー
ク
ル

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
過
去

五
年
間
に
何
ら
か
の
学
習
経
験
を

持
つ
人
は
、
六
〇
％
に
及
ん
で
い

毒
了
。
内
容
で
は
、
「
芸
術
・
芸
能
・

趣
味
関
係
」
＝
四
五
％
、
「
ス
ポ
ー

ツ
」
ユ
ー
五
％
、
「
職
業
上
の
知
識
・

技
能
関
係
」
＝
三
二
％
。
大
多
数

の
人
が
、
民
間
主
催
の
教
室
や
講

座
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
の
代
表
的
学
習
内
容
は
職

業
関
連
で
、
女
性
の
場
合
は
芸
術
・

芸
能
・
趣
味
関
連
。
各
世
代
で
、

同
様
の
傾
向
に
。
な
お
、
男
性
の

五
十
歳
代
で
は
、
こ
の
比
率
が
逆

転
し
て
い
未
了
。

　
将
来
へ
の
学
習
継
続
の
強
い
意

向
を
ボ
す
の
は
九
〇
％
。
今
後
、
労

働
時
間
の
短
縮
化
に
伴
い
、
自
由

時
間
が
増
加
。
能
働
的
な
余
暇
活

動
は
、
活
発
化
す
る
も
の
と
考
兄

ら
元
ま
す
。
分
野
別
希
望
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
一
般
教
養
、
健
康
管
理
、

外
国
語
の
比
率
が
高
く
、
宗
教
、
政

治
活
動
は
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
多
数
の
人
が
民
間
主

催
で
学
習
し
て
い
ま
す
が
、
市
が

主
催
す
る
講
座
や
教
室
で
の
学
習

希
望
者
が
四
四
％
、
民
間
の
場
合

が
二
八
％
。
今
後
、
公
的
機
関
へ

の
期
待
が
大
き
い
こ
と
を
シ
か
が

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
一
斉

春
の
火
災
予
防
運
動

２
月
2
8
日
～
３
月
1
3
日

　
二
月
二
十
八
日
出
か
ら
三
月

十
三
日
出
ま
で
は
、
全
国
一
斉

に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
。

　
空
気
が
乾
燥
１
　
　
ｙ
ハ
災
が
発
生

し
や
す
い
こ
の
時
期
、
市
民
一

人
ひ
と
１
　
　
果
断
の
防
火
意
識

夕
痔
っ
て
、
火
魔
か
阜
ハ
切
な

生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
で
は
、
運
動
期
間

中
に
次
の
八
項
目
の
重
点
目
標

を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
火
活
・

動
を
行
い
ま
す
。

　
①
高
齢
者
や
心
身
一
障
害
者
ら

を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策

の
徹
底
②
家
庭
、
地
域
で
の
防

火
対
策
の
推
進
③
特
定
防
火
対

象
物
に
関
す
る
防
火
安
全
の
確

保
④
防
災
機
器
な
ど
の
普
及
推

進
⑤
異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の

火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
⑥

危
険
物
や
高
圧
ガ
ス
な
ど
に
関

す
る
災
害
防
止
対
策
の
推
進
⑦

山
火
事
予
防
対
策
の
強
化
⑧
車

両
火
災
予
防
対
策
の
強
化
。

　
消
防
本
部
で
は
、
八
つ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
一
般
家

庭
や
地
域
な
ど
を
訪
問
。
防
火

対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
事

業
所
に
対
し
て
は
、
避
難
訓
練

の
実
施
、
従
業
員
へ
の
防
火
教

育
の
徹
底
、
消
防
用
設
備
な
ど

の
点
検
・
報
告
、
消
防
計
画
の

見
直
し
な
ど
、
防
火
管
理
の
強

化
を
指
導
。
併
せ
て
、
市
民
、

事
業
所
に
対
し
て
「
放
火
さ
れ

な
い
環
境
づ
く
り
」
の
推
進
指

導
を
行
い
ま
す
。

　
〈
火
の
用
心
～
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
〉

　
①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
②
子
ど
も

は
マ
″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば

せ
な
い
③
風
の
強
い
と
き
は
、

た
き
火
を
し
な
い
④
天
ぷ
ら
を

揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
は

な
れ
な
い
⑤
家
の
汰
わ
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
⑥

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
⑦
ス

ト
ふ

か
近
づ
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

宇
治
市
立
学
校
設
置
条
俐

改
廃
請
求
を
否
決

　
二
月
十
日
固
、
住
民
直
接
請
求

に
積
つ
く
二
月
臨
時
市
議
会
が
招

災
。
一
月
二
十
四
日
に
池
本
市
長

に
提
出
さ
れ
て
い
た
、
廃
園
幼
稚

園
の
専
蓼
衆
め
る
「
宇
治
市
立

学
校
設
置
に
関
す
る
条
例
改
廃
請

求
」
（
署
名
七
千
九
百
七
十
五
人
、

請
求
代
表
１
水
鴫
・
斉
藤
両
氏
）
は
、

　2月10日

臨時市議

会］

同
日
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
審

議
。
本
会
議
に
上
程
後
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

昨
年
の
市
議
会
九
月
定
例
会
議
決

の
市
立
幼
稚
園
四
園
（
黄
道
・
槙

島
・
伊
勢
田
・
平
盛
）
の
四
月
廃

園
が
確
実
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
臨
時
市
議
会
で
は
「
防

衛
費
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
厳
守
を
要

求
す
る
意
見
書
」
と
「
売
上
税
導

入
、
マ
ル
優
廃
止
に
反
対
す
る
意

見
書
」
、
「
円
高
不
況
克
服
・
雇
用

の
安
定
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」

を
可
決
。
「
軍
事
費
の
大
幅
削
減

を
求
め
る
決
議
案
」
忿
吉
決
し
て

い
ま
す
。



考えようあなたの健康設計

　
心
も
体
も
健
や
か
で
、
ボ
ケ
ず
に
老
い
た
い
と
願
う

の
は
、
誰
で
も
同
じ
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意

識
調
査
で
は
、
健
康
へ
の
気
配
り
は
あ
っ
て
も
、
そ
の

実
践
と
な
る
と
全
体
の
わ
ず
か
三
割
弱
。
健
康
づ
く
り

の
基
本
は
、
常
に
自
分
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
日
常

生
活
の
中
で
体
に
良
い
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

明
る
い
老
後
の
た
め
に
、
自
分
の
健
康
設
計
を
立
て
て

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
　
　
　
　
　
　

健
康
診
査

　
健
康
度
を
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
、
快
食
・
快
眠
・
快
便
が
あ
り

ま
７
．

　
一
つ
一
つ
、
毎
日
チ
エ
″
ク
し

ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
の
食
事
が
お
い
し
ぐ
、
待

ち
μ
§
し
い
。
特
に
朝
食
が
お
い

し
い
。

・
よ
く
眠
れ
、
朝
の
目
覚
め
は
そ

§
快
で
、
体
全
体
が
軽
や
か
。

・
毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
に
排
便

が
あ
り
、
排
便
後
も
残
っ
た
感
じ

が
な
ぐ
、
さ
わ
や
か
。

　
心
４
共
に
健
康
な
場
合
は
、
三

つ
全
部
に
○
が
つ
章
ま
す
。

　
誓
子
ぎ
。
疲
労
が
た
ま
っ
て

い
る
時
、
何
か
心
配
が
あ
る
時
、

病
気
の
兆
し
の
あ
る
時
な
ど
に
は

ご
れ
か
に
×
が
つ
孝
ま
す
。
×
が

つ
け
ば
、
左
表
の
牛
活
点
検
を
し
、

悪
い
習
慣
が
あ
れ
ば
改
め
ま
し
よ

生　活　点　検　指　標

　
こ
れ
は
み
な
悪
い
習
慣
で
す
。
一
つ
で
も
思
い
当
た
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
改
め
る
よ
う
努
め
ま
し
よ
う
。

（
‐
、
エ
レ
ベ
ー
タ
Ｌ
を
よ
く

僅
つ
．

無
電
昧
．
休
日
は
コ
○
寝
や

テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
．

麗
勣
で
汗
を
か
く
こ
と
が
め

っ
た
に
な
い
．

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
い
と
食

べ
た
気
が
し
な
い
．

早
ａ

食
事
時
間
が
不
規
則
．
朝
食

を
抜
く
こ
と
？
５
ｉ
ｅ
る
．

ゑ　
良
い
習
慣
を
つ
く
る
こ
と
が
、

病
Ｍ
の
予
防
や
健
康
確
保
に
つ
な

が
り
ま
ず
。
毎
日
、
チ
エ
″
ク
を

し
て
い
く
内
に
、
自
分
の
健
康
度

を
知
り
、
単
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
力
を
養
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

１
　
が
し
、
こ
れ
は
あ
ぐ
ま
で
も
素

人
の
判
断
で
、
過
信
す
る
の
は
危

険
で
す
。
そ
の
判
断
か
科
学
的
な

も
の
に
す
る
に
は
、
健
康
診
査
が

必
要
に
な
り
ま
ず
。

団

　奇に;□
i

芒　ａ

I
Ｓ
≪
ｆ
ｃ
し
の
く
せ
が
つ
き
、

寝
る
前
に
夜
食
を
食
ぺ
る
．

外
食
を
i
m
O
こ
と
が
多
い
．

家
に
仕
事
を
持
ち
帰
り
、
と

き
に
は
休
Ｏ
Ｍ
Ｗ
で
仕
事
を

1
t
≫
０
*

Ｂ
ｕ
ｍ
を
飲
み
、
と
き
ど
き

一
豆
酔
い
に
な
る
．

タ
バ
コ
を
一
日
一
、
二
箱
吸

う
．

不
満
が
あ
っ
て
も
、
一
人
で

じ
っ
と
我
慢
す
る
。

健康診査などの一覧表(詳しくは、その都度市mだよりでお知らせします）

種　類 年齢 会　　　場 費用 実施予定月問い合わせ

一般健康診査

tost.以上

宇治市・城陽市・久御山町内

　一般健康診査協力医療機関
無料 6-8月

保

健

予

防

課

胃がん検診 市内巡回方式 50O円 4-5月

子宮がん検診

30St以上

京都府内

　子宮がん検診協力医療機関
1,000円 6-8月

乳かん検診 市保健医療センター 30C円 6-7月

結核検診 IS歳以上 市内巡回方式 無料 ４～５月

半日人間ド■/ク

検診料補助
4o歳～64歳
国保加入者

７月1日から募集開始

　(前年度利用者を除く
　　　　　　　　200人まで)

７創補助 9-3月 ｜

　
市
で
は
、
右
表
の
健
康
診
査
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
仲
間
と
共
に
　
’

　
　
　
　
健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
ぐ
り
は
難
し
い
、
と
決

め
つ
け
な
い
で
出
来
る
も
の
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
は
実
践
し
に
く
い
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
な
戸
ほ
、
グ
ル
ー
プ

と
一
緒
に
楽
し
ぐ
男
行
す
る
の
も

J;

良
い
で
し
ょ
う
。

　
市
が
行
っ
た
六
十
一
年
度
の
健

康
教
室
か
ら
も
、
二
つ
の
健
康
サ

ー
ク
ル
が
誕
生
し
て
い
未
了
。

　
広
野
公
民
館
の
「
あ
な
た
の
た

め
の
健
康
教
序
か
星
浪
れ
た

。
若
な
仝
７
「
腰
痛
・
肩
こ
昨
体

操
教
序
の
受
講
生
グ
ル
ー
プ
健

康
体
操
サ
ー
ク
ル
で
は
、
仲
間
と

共
に
健
康
づ
ぐ
り
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
｀

　
ま
た
、
健
康
診
査
も
一
人
で
不

安
な
ら
、
友
人
や
家
族
と
一
緒
に

受
診
ず
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
推
進
協
議
会

　
市
健
辰
つ
く
匯
推
進
協
議
心
一
で

は
、
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
と
積
極
的
な
健
康
づ
く
昨
矛
通

め
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
、
前
触

れ
な
し
に
発
病
す
る
こ
と
も
多

い
病
気
で
す
が
、
自
覚
症
状
が

あ
り
な
が
ら
見
逃
し
て
し
ま
っ

て
い
る
ヶ
Ｉ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
下
図
の
よ
ラ
な
症
状
を
目
覚

し
た
ら
、
危
険
の
前
触
れ
か
も

レ
れ
ま
せ
ん
。
医
師
の
診
療
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

もし、倒れたら

　
六
十
一
年
度
は
、
市
政
だ
よ
り

を
通
じ
て
、
高
血
圧
予
防
や
健
康

づ
く
り
の
啓
発
名
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
十
日
に
行
ｐ
れ
た

市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
は
「
健

康
の
た
め
に
使
祁
コ
、
脅
迫
の

カ
ロ
リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
肥
満

の
防
止
、
運
動
不
足
と
成
人
病
の

関
連
に
つ
い
て
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
。
運
動
強
度
指
導
政
男
、

歯
科
相
談
や
食
事
診
断
、
食
品
カ

ロ
リ
ー
、
塩
公
箆
の
展
示
な
ど
を

才

視力障害（目が疲れやすい
チカチカする

細かい字が読みづらい）

脳出血の前ぷれ
　　牛

　
〈
医
者
が
来
る
ま
で
の
心
得
〉

・
声
敬
か
け
て
、
意
識
が
あ
る
か

　
ど
シ
習
会
認
す
る
。

　
・
意
識
鷲
覚
ま
そ
う
と
し
て
、
大

　
声
で
呼
ん
だ
り
ゆ
す
っ
た
昨
一
し
な

　
い
で
、
『
お
医
者
会
徊
す
ぐ
来

　
て
ぐ
れ
る
か
ら
』
と
安
心
さ
せ
る
。

　
・
倒
れ
た
場
所
が
人
の
出
入
り
の

　
多
い
所
や
、
危
険
な
場
所
の
場
合

　
は
、
頭
を
な
る
べ
く
聊
か
さ
な
い

　
ぷ
っ
に
し
て
、
安
静
に
出
来
る
場

行
い
奔
し
た
。

　
今
後
は
更
に
、
高
齢
化
社
会
に

対
５
す
る
健
康
づ
く
ぴ
か
遥
め
て

行
き
柔
ｙ
。

Ｓ ゛ Ｓ ° ゜ ゜ ゜ ゛ ゛ ｀ １

　 　 　 　 　 　 ・

　 　 　 　 　 　 ・

１ ． ． こ ・ Ｗ － － － －

　(あなたの疲労度診断)

4i?57a7いで｀思いあたるところに○印をつ

宍紅
朝まで疾れがとれないことがよ

くある．

2 朝aまったく食欲がない．

３ からだはクタクタに疲れている
のに、なかなか寝つけない．

4 疲れる原因がはつきりしない。

石 アクピがとめどもなくでる．

.･6 仕事に集中できない．

7 頭が重い。

Ｊ もの忘れする．

･･s 動くのがいやになる．

ID 勧がはっきり見えない．
　　　　(採点）

が４つ以下の人は、ふつうの疲れです．一晩

ぐっすり眠れば、翌朝はすっかり疲れがとれます.

　○印が５つ以上あった人は、歿葉をやめ、つきあ

いも寄り道も次の機会に回して､,少しでも休養しま

しよう．週末も家でゆっくり休んでくだSい．この
ようにしても疲れがとれず、長引き重くなるときは

一度、内科診察を受けてください．

脳梗塞の前ぷれ（スキンスキンと

朗こ･)そ<)　　　　　する頭痛）節今頃

“゛）”∩禦肌で‰ぺぶ貿晨賢‰）

　　はしを落とす）

所
に
移
動
さ
せ
る
。

・
上
半
身
が
な
だ
Ｇ
か
に
高
く
な

る
ぶ
つ
に
寝
か
せ
る
。

・
吐
物
が
つ
ま
ら
な
い
ぷ
つ
に
、

顔
盈
一
一
に
向
け
頭
を
の
け
ぞ
ら
せ

て
息
を
し
や
す
く
す
る
。

・
入
れ
歯
な
ど
濫
早
し
、
つ
ば

や
吐
物
は
指
に
布
か
巻
い
て
拭
き

取
る
（
吐
物
は
捨
て
な
い
で
医
者

に
見
せ
る
）
。

・
嘉
ぢ
応
る
め
、
部
屋
は
暗
く

静
か
に
す
る
。

　
市
で
は
、
孝
人
の
生
き
が
い

対
策
と
し
て
康
人
園
芸
ひ
ろ
ば

か
設
け
、
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
に
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

Ｊ
子
。

　
こ
の
考
人
園
芸
ひ
ろ
ぼ
は
、

野
菜
や
花
作
ぴ
か
薬
し
み
な
が

ら
土
か
耕
す
こ
と
で
、
健
康
を

保
ち
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
こ

･
ｒ
ｖ
k
j
C
j
i
ｒ
ｎ
Ｓ
の
Ｖ
す
。

　
今
回
、
募
集
す
る
ひ
り
ぱ
は
、

芝
ノ
東
、
西
宇
治
、
出
石
の

三
ヵ
所
で
す
。

　
▼
５
募
出
来
る
人
・
・
・
○
市
内

に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
）

を
し
て
い
る
人
○
昭
和
6
2
年
ｔ

労作時に

胸がつまる

⑩散

士ｒ゛゜昌‰
運動負荷で

心電図に異常が

あらわれる’

･S3出血･■■深いこん|●と共に半身マヒか

　　　　　おこる.

・脳梗塞…頭痛・舌のもつれ・手足のし

　　　　　びれ・半身-=･ヒ・こん睡かみ

　　　　　られ、発作がくり也される．

・くも膜下出血…頭≪やおう吐、吐き久

　　　　　　　　　があI) 意識がむうろう

　　　　　　　　　とする．．

694

脳卒中の

主な症≪

芝
ノ
東
・
西
宇
治
・
中
宇
治
で

　
　
　
　
利
用
者
を
募
集

月
１
日
現
在
で
、
満
6
0
歳
以
上

の
人
○
他
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ

か
莉
用
し
て
い
な
い
人
▼
所
在

地
と
区
画
数
・
・
・
芝
ノ
東
（
芝
ノ

東
4
8
－
３
）
＝
8
0
区
画
、
西
宇

治
（
広
野
町
新
成
田
）
1
7
0
区

画
、
中
宇
治
（
横
島
町
外
）
＝

4
3
区
画
▼
利
用
期
間
・
：
6
2
年
ｔ

月
１
日
～
6
4
年
１
月
1
5
ｒ
ａ
ま
ｖ
ｙ

の
約
２
年
間
▼
申
し
込
み
・
：
３

月
７
日
出
ま
で
に
、
本
人
が
印

鑑
忿
持
っ
て
福
祉
事
務
所
福
祉

課
へ
。

　
５
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

悩卒中にご用心

年
に
一
度
は
検
診
・
健
康
診
査
を

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
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宇治市国民健康保険

61年度も赤字の予測

　
宇
治
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
、
レ
セ
プ
ト
審
査
の
一
層

の
充
実
、
国
庫
金
の
増
額
要
望
、
保
険
料
の

徴
収
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

六
十
一
年
度
単
年
度
に
お
い
て
も
、
医
療

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
一
億
円
を
超
え
る

赤
字
が
予
測
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
財
政
状
況
、
悪
質
な
滞
納
者

対
策
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

の
あ
ら
ま
し
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
本
市
の
国
保
会
計
は
、
六
十
年

度
で
四
億
二
千
九
百
万
円
も
の
累

積
赤
字
か
抱
え
、
更
に
、
六
十
一

年
四
月
か
ら
千
一
月
ま
で
の
前
年

対
比
の
医
療
費
（
参
人
保
健
分
は

除
ぐ
）
の
伸
び
率
は
、
八
％
と
高

い
上
昇
舎
ｙ
し
て
い
未
丁
。

　
右
下
の
図
１
で
、
太
市
の
国
保

加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の

推
移
敬
全
国
平
均
と
比
較
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
図
で
も
分
か
i
<
W
.
ｒ
＼
に
、
太
市

の
医
療
費
は
①
全
国
平
均
と
比
べ

て
高
い
②
毎
年
の
伸
び
率
が
大
き

い
Ｉ
な
ａ
ｊ
？
:
＆
Ｓ
v
＆
と
な
っ
て
い

ま
ｙ
。

　
ふ
礒
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

六
十
一
年
度
で
も
一
億
円
か
諾
瓦

石
赤
字
額
が
予
測
さ
れ
、
累
積
で

は
、
五
億
円
か
超
え
石
赤
字
額
と

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え

大
半
は
簡
易
書
留
で
郵
送

　
現
在
使
用
中
の
ふ
じ
色
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

三
月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
未
了
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
役
所
や
公

民
館
な
ど
で
切
ひ
替
え
手
続
き

Ｍ
ｔ
つ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
切
ひ
替
え
か
ら
は
、
主
と
し

て
郵
送
に
よ
る
方
法
で
お
届
け

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
郵
送
は
、
三
月
上
旬
か
ら
順

次
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た

ふ
じ
色
の
被
保
険
者
証
（
退
職

被
保
険
者
証
は
あ
さ
ぎ
色
）
は
、

四
月
一
日
以
降
に
ご
来
庁
の
折

な
ど
に
ご
返
却
ぐ
だ
さ
い
。

川
簡
易
書
留

　
に
よ
る
郵

　
送
交
付

　
一
部
の
方

　
忿
ぼ
き
、

　
簡
易
書
留

　
に
よ
舅

　
届
け
し
ま

　
す
。

　
　
も
し
ご

　
不
在
の
時

な
り
ま
ず
。

　
歳
出
の
9
5
％
は

　
　
　
　
　
医
療
費
に

　
図
1
1
は
、
国
保
会
計
の
歳
入
・

歳
出
予
算
に
占
め
る
主
な
項
目
の

割
合
を
ｙ
し
た
も
の
で
、
医
療
費

関
係
が
歳
出
全
体
の
九
五
％
を
占

め
て
い
康
す
。

　
国
保
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た

め
に
は
①
医
療
費
関
係
経
費
の
節

減
Ｍ
ｔ
う
こ
と
②
歳
入
と
し
て
の

国
か
ら
の
補
助
金
や
、
保
険
料
収

入
の
増
額
を
図
る
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
レ
セ
プ
ト
審
査
の
充
実

　
市
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
請
求

さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬

明
細
書
）
に
つ
い
て
、
本
年
度
か

ら
専
門
職
員
夕
採
用
し
て
審
査
を

強
化
。
ま
た
、
交
通
事
萌
な
ど
の

第
三
者
行
為
に
よ
る
保
険
診
療
に

つ
い
て
も
専
門
職
員
夕
配
暦
一
し
、

非
常
に
厳
し
い
審
査
を
行
な
い
、

医
療
費
の
節
減
に
努
め
て
来
て
い

　
は
、
郵
便
局
に
十
日
間
の
留

　
め
置
き
と
な
り
ま
ゐ
で
、

　
印
鑑
・
身
分
証
明
夕
痔
参
の

　
上
宇
治
郵
便
局
集
配
課
（
宇

　
治
蔭
山
６
・
雲
⑩
4
1
1
5
）

　
で
営
け
取
っ
で
Ｉ
だ
さ
い
。

閉
集
金
人
が
集
金
に
伺
っ
て
い

　
る
場
合

　
　
集
金
人
が
持
参
し
、
古
い

　
被
保
険
者
曼
墨
換
で
切
り

　
替
え
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
の
方
に
つ
い
て
、

田
・
○
以
外
の
方
法
で
切
ｓ
＊

え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
人
に
つ
い
て
は
事
前
に
文
書

で
通
知
い
た
し
ま
予
。

　
な
お
、
四
月
一
日
以
降
は
、

旧
被
保
険
者
証
で
は
受
診
出
来

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

Ｊ
手
。

　
こ
ヶ
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

六
十
一
年
度
で
は
数
千
万
円
の
医

療
費
の
節
減
が
図
れ
る
見
込
み
と

な
り
'
　
＜
ｍ
も
一
層
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
ぴ
組
み
以

外
に
も
、
医
師
O
i
な
＾
J
-
と
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
て
の
話
ｋ
Ｆ

を
璽
ね
だ
り
、
歳
入
を
増
や
す
努

力
と
し
刄
理
事
者
が
直
接
厚
生

省
を
訪
れ
国
庫
金
の
増
額
要
望
を

行
蔵
］
、
保
険
料
の
収
納
に
当
っ

て
は
、
負
担
の
公
平
性
、
収
入
増

の
観
点
か
ら
収
納
率
の
向
上
な
ど

　第三者行為による届け出

　交通事故などの第三者行為によ

る傷病で、国保の保険証を使用し

受診した場合は、速やかに保険年

金課へ届け出てください。

に
努
め
て
い
ま
ず
。

　
し
か
し
、
国
保
財
政
の
健
余
化
、

医
療
費
の
節
減
の
た
め
に
は
、
国

保
に
加
入
し
て
い
る
一
人
一
人

が
、
日
ご
ゑ
肖
健
康
に
留
意
ず

る
こ
と
、
ま
た
、
健
康
診
断
な
ど

を
積
極
的
に
営
け
、
病
気
の
早
期

然
筧
、
早
期
治
療
に
努
め
て
い
た

だ
ぐ
こ
と
が
一
番
で
す
。

１人当たりの年間医療費の動き(図1)

　　　　(57年度分は、年度途中から老人保健法発足のため推計数値)

入院十入院外十歯科の医療費

　　　　　　(老健分を含む)
55年度

55年度

57年度

58年度

度
　
　
度

年
　
　
年

5
9
　
　
6
0

　　”5万円　　　　　10万円　　　　　15万円

歳入・歳出予算に占める主な項目の割合（図II）

　　　〈歳　入〉　　　　　　　　〈歳　出〉
総務費など

その他4.5％

(一般会計繰入金など)

695

滞納者の対策を強化
－ － － 一 ・ 一

収
納
率
の
向
上
め
ざ
す

　B2年1月IBから「国民健康保

険法」が一部改正されていますO

今回の改正は､-「悪質な滞納者」対

策が中心となっています。その概

要をお知らせします。

　
収
納
率
は
9
3
・
５
８
％

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
り
。
医
療
機
関
で
診
環
を
深
け

た
時
、
そ
の
費
用
額
全
体
の
七
割

想
「
分
は
国
民
健
康
保
歌
か
ら
支

払
り
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
険
給

付
額
は
国
か
ら
の
負
担
至
・
補
助

金
と
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料

な
ど
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

病気の早期発見・早期治療に

努めましょう

Ｉ ・ － ・ － － － ・ － － ・ － ・ － －

　
昭
和
六
十
年
度
の
保
険
料
収
納

率
は
、
九
三
・
五
八
％
と
府
下
ｔ

一
市
平
均
の
九
二
・
九
六
％
よ
り

わ
ず
か
に
高
い
も
の
の
、
府
下
平

均
九
四
・
二
六
％
よ
り
は
〇
・
七

％
下
回
っ
て
い
未
了
。

　
こ
の
滞
納
は
、
医
療
費
の
増
大

と
と
も
に
、
国
保
財
政
悪
化
の
大

藤
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
保
険

料
収
納
率
向
上
対
策
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
返
還
も

　
昨
年
の
国
会
で
「
考
人
保
健
法
」

の
改
正
と
共
に
、
「
国
民
健
康
保

険
法
」
が
改
正
さ
れ
、
六
十
二
年

一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
の
主
眼
は
、
保
険

料
滞
納
者
の
内
、
督
促
や
納
付
相

談
・
納
付
指
導
に
全
く
暇
左
い

人
、
特
別
な
事
情
も
な
ぐ
、
故
意

に
滞
納
し
て
い
る
人
な
ど
の
、
い

わ
ゆ
る
「
悪
質
な
滞
納
者
」
対
策
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

　
山
「
悪
質
な
滞
納
者
」
に
対
し
て

被
保
険
者
証
の
盛
翠
求
め
、
こ

れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
資
格
証

資
格
証
明
書
保
持
者
は
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
場
合
、
い
っ
た
ん
費

用
額
の
十
割
全
額
を
支
払
う
。

　
恋
後
に
、
本
人
が
保
険
年
金
課

へ
請
求
手
続
牽
ず
る
と
、
七
割
分

m
養
費
と
し
て
償
草
ず
る
。

　
C
O
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
か
納

付
す
る
ま
で
は
ａ
の
療
養
費
や
助

産
費
、
高
額
療
養
費
等
の
裂
硲

付
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
あ
る
い

は
一
部
を
一
時
差
に
正
め
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

と
い
う
も
の
で
す
か
、
滞
納
額
が

著
し
ぐ
減
少
し
た
と
き
は
、
被
保

険
者
証
が
再
交
付
芦
れ
ま
ず
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
シ
な
特
別
な

事
情
が
あ
る
人
は
除
外
さ
れ
、
被

保
険
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

印
世
帯
主
が
そ
の
財
産
に
つ
き
災

　
害
ま
た
は
盗
難
に
遭
っ
た
時
。

０
世
帯
主
ま
た
は
、
そ
の
者
と
生

　
計
を
一
に
す
る
親
族
が
病
気
に

か
か
り
、

　
ま
た
は
休
止
し
た
時
。

倒
世
帯
主
が
そ
の
事
業
に
？
暑

　
し
い
損
失
を
営
げ
た
時
。

回
Ｔ
㈲
に
類
す
る
事
由
が
あ
っ

　
た
時
。

　
こ
の
外
、
老
人
保
健
対
象
者
、

厚
生
省
で
定
め
る
公
費
負
担
医
療

の
対
象
者
は
除
外
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
ず
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
以
上
が
、
今
回
の
国
民
健
康
保

険
法
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、

保
険
料
負
担
の
公
平
性
の
確
保
、

収
納
率
の
向
上
を
目
担
し
、
本
市

で
も
、
法
改
正
の
趣
旨
か
尹
｝
つ
具

体
化
す
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
い
未
丁
。

　
保
険
料
の
納
付

第
６
期
分
の
納
期
は

３
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

財
政
健
全
化
ヘ
の
取
り
組
み
を
展
開

国民健康保険法が改正



　
固
定
資
産
課
登
履
の
縦
覧

　
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
固
定
資

産
課
税
（
補
充
）
台
帳
の
縦
覧

舎
灯
い
ま
す
。
こ
の
縦
覧
は
、

課
税
の
基
本
と
な
る
固
定
資
産

の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
、
課

税
台
帳
か
見
て
い
た
だ
ぐ
制
度

で
す
。
土
地
の
地
目
変
更
や
家

屋
の
新
・
増
築
な
ど
を
し
た
人
、

土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
評
価
は
登
記

地
目
に
関
係
な
ぐ
現
況
に
よ
る

評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
３
月
１
日
面

～
2
0
日
吻
▼
場
所
・
：
資
産
税
課

　
（
市
役
所
―
階
）
▼
受
付
時
間

・
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土

曜
日
・
日
曜
日
も
驀
扮
け
）

▼
不
服
の
申
し
出
・
・
・
評
価
額
な

ど
に
不
服
の
あ
る
人
は
、
３
月

3
0
日
ま
で
に
文
書
で
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
に
申
し
出
欠

　
な
お
、
本
人
以
外
の
代
理
縦

覧
の
人
は
、
本
人
の
委
任
状
ま

1987年（昭和62年）２月21日発行m Beだよ　り治宇第765号
川niiii川

成人講座を

開講２月23日から受け付け

成人講座「日本史の中の宇治」

　　　　　　　　　中央公民館

　
中
央
公
民
館
と
広
野
公
民
館
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
成
人
講
座
を
開
き

ま
す
。
中
央
公
民
館
で
は
、
歴
史
的

観
点
か
ら
宇
治
を
と
ら
え
、
広
野

公
民
館
で
は
、
宇
治
の
産
業
と
今

日
の
襲
翠
経
済
的
側
面
か
ら
と

ら
え
て
学
習
。
特
に
新
し
ぐ
市
民

に
な
っ
た
人
に
は
、
宇
治
を
知
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
対
象

月日 テーマ・内容 講　師

3/5
(村

日本史の中の宇治

日本歴史Lにおける宇冶の位i

歴史的事象 郷土史家

歴史資料館

若原英戈嘱託貝

3/11
團

宇治とお茶（Ｉ）
宇治茶の歩みと現状

3/IS
困

宇治とお茶（II)

茶昏服の実際（お茶を飲み
比べて茶の種類を鑑別）

　同上
宇治茶業青年
団団貝

3/27
倒

占典文学に宇i!-,の昔をさぐる

宇治にまつわる古典文

学を学ぶ

郷土史家

歴史資料館

若原英戈嘱託貝

成人講座「宇治の文化と経済」

　　　　　　　　　広野公民館

・
：
い
ず
れ
も
市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勤
、
通
学
す
泰
人
▼
定
員
…
各

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…

２
月
2
3
E
側
か
ら
、
各
公
民
館
（
豊

中
央
＝
⑩
１
４
１
１
、
広
野
＝
＠

7
4
5
0
）
へ
。

　
な
お
、
二
歳
以
上
の
幼
児
か
保

育
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
受

講
申
し
込
み
時
に
併
せ
刄
お
や

つ
代
一
回
に
付
き
五
十
円
か
必
要

で
す
。
　
（
中
央
・
広
野
公
民
館
）

月日 テーマ・内容 講　師

3/12
困 南山城から来た宇治の

庶民生活その1(中世）
山香茂さん

3/16
(月)

南山城から来た宇治の

庶民生活その2(i5世以降)

3/23(I｣)
税のゅくえ

　一納める立場からみて－

近畿税理士会

字治支部長
今西真雄きん

3/25
附

低金利時代のお金の
生かし方

同志社大学教授

杉江雅彦さん

3/30
(月)円高不況とくらしその対応と問題点

g.都産裏大学教授

彼辺利得さん

※時間はいずれも午前10時~正午

お
知
ら
せ

　
就
職
支
度
金
の
支
給

　
就
職
支
度
金
の
支
給
を
希
望
ず

る
人
の
申
請
を
営
げ
付
け
ま
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
昭
和
四
百
月
に
中

学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
一

ヵ
月
以
内
に
就
職
す
る
大
で
、
就

職
に
必
要
な
費
用
の
支
出
が
困
難

な
人
▼
支
給
額
・
：
五
万
五
千
円
以

内
▼
申
し
込
み
・
・
・
３
月
1
4
日
出
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詫
諌
）

　
第
４
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
身
近
に
あ
っ
た
健
康
飲
料
―
宇

治
茶
宇
治
茶
と
ほ
め
そ
や
さ
れ
て

Ｉ
と
題
し
、
第
四
回
歴
史
サ
ロ
ン

を
開
き
ま
す
。
宇
治
茶
が
全
国
一

の
名
声
を
誇
泰
よ
ラ
に
な
っ
た
の

は
、
宇
治
の
豊
か
な
歴
史
と
文
化

に
は
ぐ
く
次
れ
た
か
ら
で
す
。
宇

治
茶
の
歴
史
と
、
平
常
は
見
過
ご

し
て
い
る
お
茶
の
魅
力
を
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
2
日
間
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
う
・
・
中
央
公

民
館
会
議
室
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

問
い
ふ
お
せ
・
：
歴
史
資
料
館
（
豊

⑩
1
3
1
1
）
へ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
お
は
な
し
会

　
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
一
回

お
は
な
し
会
を
開
い
て
い
ま
ず
。

お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
5
日
伽
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
料
・
：
無
料
▼
問
良
お
せ
・
・
・

中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現
在

で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
調
整
し
ま
し
た
。
関
係
者
は

縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
縦
覧
期
間
…
２
月
2
3
日
卯
～

３
月
９
日
側
、
午
前
８
時
半
ト
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
）
▼
縦
覧
場
所
・
・
・
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
本
館
２
階
）

　
こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
登
録

漏
れ
か
防
ぺ
正
確
な
選
挙
人
名

簿
に
す
る
た
め
毎
年
行
ｐ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
選
挙
入
名
簿
に
漏

れ
、
誤
り
な
ど
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
該
当
す
る
選
挙
入
は

縦
覧
期
間
中
に
、
文
書
で
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
甲
し
出
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
期
間
を
過

タ
る
と
申
し
出
が
あ
っ
て
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
心
一
）

　
在
宅
障
害
者

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
楽
し
み
な
が
ら
手
指
な
ど
の
訓

練
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
さ
・
・
・
３
月
８
日
間
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
肢
体
障
害

者
▼
内
容
…
簡
単
な
お
も
て
な
し

料
理
▼
指
導
・
・
・
飯
塚
久
子
さ
ん
▼

材
料
費
・
：
五
百
円
。

お買物のめやす
消費者物価20（2
月分）

〈
籐
（
と
う
）
か
ご
教
室
〉

　
▼
と
き
…
３
月
８
日
間
、
午
後

Ｃ
Ｍ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
磐
福

祉
会
館
▼
対
象
・
：
在
宅
障
害
者
▼

内
容
…
手
つ
屡
小
物
入
れ
▼
指
導

…
坂
野
禎
子
さ
ん
▼
材
料
費
・
：
四

百
円
。

　
申
し
込
み
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、

い
ず
れ
も
２
月
2
8
日
出
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

へ

　○

　この公表価格は、2月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均
価格

価格状況 詔 最偲
価格ti前月比 吋前年比

灯　　油
18ぞ店頭 74「

．勁
A 39.1 ぱ 600円

lse配達 774▲5.8 ▲39.7 90）650

ガソリン
レギュラー1 ぞ現金
売り 114 ０▲18.0 118 105

ティッシュ

　ペーノf－ 400
枚人l柏

リ･nわクス･又コ７テ丿 155 2.6 0.6 165 135
台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20m 223 2.8 2.3 240 178

アルミ
　　ホイル 25cmX 8m 168 ０ 7.7 188 138
シャンプー 液体ポリ容8I220CC

花Ｅエッセンシャル 230 ０A 0.9 230 228

洗濯用
　粉石けん Z.4lig 861▲2.8▲1.0 980 698

ｔ　　肉
すき焼用
中程度IMb 343▲4.5▲2.3 398 266

塩さけ 切身1001! 317 1.3▲7.3 380 170
バレイi-ョ

男B100K 18▲5.3▲10.0 25 10

キャベツ中.{:.t'lIi-K
102▲15.7 A53.2 150 75

鶏　　卵
Ｍサイかヽ, 7入
10個 161人12.5▲33.7 210 128

食用油
日iiVサラダ油

ポリ容器入1000B 505 1.8／ 638 390

しよう油キッコーマンia口
ポり容器入1I 255 1.2／ 278 188

砂　　糖I.lIk 254 6.74 2.3 268 198

小友粉 日沁小麦粉フラワー
1 kcし専力扮） 202▲1.5▲3.8 218 158

インスタント
　コーヒー ネ^カフェエクセラ

甑入150 K 1,076 1.7 1.81.125 950

み　　そタヶヤミソIk 327A 0.6▲3.0 380 258

ft'ヽン
普通品l片

（又ラィ^.Lたもの） 164 ０ 3.1 170 138

汎iff代
ワイシャツ
I'iの睡そで 170 3.0 8.3 m 120

▲印はis.

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

：　ユークリーム皮に抹茶入りもちを入：

ｉれたもの。「茶の葉」の方は、パイ　｜

ｉ　きじに抹茶入りあんを入れたもの。｜

|｡･--■-･-------一甲------･---------●-----------･｡･
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
　
応
募
は
2
月
2
8
日
ま
で

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
宇
治
市
消

費
生
居
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
Ｌ
荼
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
消

費
者
問
題
の
研
究
・
学
習
会
、
小

売
物
価
な
ど
の
調
査
で
す
。
工
場

な
ど
の
施
設
見
学
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
会
な
ど
の
会
合
は
月

に
Ｉ
回
程
度
開
章
ま
す
。

　
消
費
牛
居
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
資
格
…
宇
治
市
内
在
住

の
2
0
～
6
0
歳
の
女
性
（
た
だ
し
、

以
前
に
公
的
機
関
の
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
や
こ
れ
に
類
す
る
経
験
の

な
い
人
）
。
市
内
の
市
場
や
小
売
店
、

ス
’
‐
‘
パ
ー
マ
ー
ケ
″
ト
で
日
常
の

買
い
物
を
し
て
い
る
人
▼
募
集
人

数
・
・
・
2
5
人
▼
謝
礼
…
七
千
円
（
年

額
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
生
年
月
日
も
）

電
話
番
号
、
職
業
忿
明
記
し
、
２

月
2
8
日
出
ま
で
に
商
工
観
光
課

　
（
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
錯
曼
・
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
。

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
ふ
覇
の
不
用
・
稽
報
セ
ン
タ
ー

の
開
設
は
、
二
月
二
十
八
日
出
ま

で
で
す
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉
…
べ
″
ド
（
セ
ミ

ダ
プ
ル
ー
ダ
ブ
ル
・
二
段
）
、
テ
レ

ビ
台
、
５
接
セ
″
ト
、
ム
ー
ビ
ン

グ
チ
ェ
ア
ー
、
鏡
台
、
食
器
乾
燥

器
。
ス
テ
レ
オ
、
足
温
機
、
カ
ラ

・
Ｉ
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
コ
タ
ツ
、
ホ

″
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
照
明
器
具
、

電
熱
器
、
門
灯
、
ジ
ャ
ー
ポ
″
ト
、

電
子
オ
ル
ガ
ン
、
都
市
ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
都
市
ガ
ス

温
風
ヒ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
携
帯
用
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ベ

ビ
ー
用
湯
た
ん
ぽ
、
歩
行
器
、
カ

ー
シ
ー
ト
、
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
、
ア

ル
コ
ー
ル
バ
ー
ナ
ー
、
あ
ん
ま
機
、

カ
ウ
ン
タ
ー
式
ボ
″
ク
ス
、
手
動

式
ミ
キ
サ
ー
、
編
み
機
、
米
び
つ
、

学
習
机
、
い
す
、
洋
酒
ケ
ー
ス
、

温
室
。

　
〈
膿
っ
て
欲
し
い
〉
・
・
・
洋
服
ダ
ン

ス
、
げ
た
箱
、
足
温
器
、
二
段
ベ

ッ
ド
、
二
人
用
ソ
フ
ァ
’
‐
―
・
、
ソ
フ

ァ
ー
ベ
″
ド
、
食
堂
セ
″
ト
、
食

堂
用
い
ず
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、

携
帯
用
ラ
ジ
オ
カ
セ
″
ト
、
冷
凍

冷
蔵
庫
、
ホ
ー
ム
コ
タ
ツ
、
ホ
ー

ム
ビ
デ
オ
、
電
気
ス
タ
ン
ド
、
ス

チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ー
ポ
ッ

ト
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
掃
除
機
、

電
気
オ
ル
ガ
ン
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
湯
沸
か
し
器
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
ガ

ス
レ
ン
ジ
、
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
、
各

種
自
転
車
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、
ワ

ン
タ
″
チ
チ
ェ
ア
ー
、
三
輪
車
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
カ
ー
シ
ー
ト
座
い

す
、
カ
タ
カ
タ
、
ぶ
ら
ん
こ
、
す

べ
り
台
、
碁
盤
、
ナ
ツ
メ
ロ
カ
セ

″
ト
テ
ー
プ
、
圧
力
鍋
、
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン
、
編
み
機
、
籐
（
と
う
）
上

敷
、
洗
濯
機
、
も
ち
つ
き
機
、
ズ

ボ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
ス
テ
レ
オ
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
、
学
習
机
、
い
す
、
地

球
儀
、
ひ
な
人
形
、
日
本
刺
し
ゅ

ラ
用
台
、
車
い
す
。

ふ
る
さ
と
産
品
が
誕
生

　
た
だ
い
ま
名
称
募
集
中

　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
創
意

と
工
夫
を
凝
β
し
た
「
ふ
る
さ
と

啓
Ｆ
が
誕
生
Ｌ
鬘
し
た
。
こ
の

啓
ぽ
、
六
十
三
年
京
都
国
体
に

向
け
、
観
光
関
係
団
体
や
青
年
・

婦
人
の
代
表
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
「
宇
治
市
ふ
る
さ
と
産
品

開
発
委
員
き
で
開
弩
ふ
る
さ

と
宇
治
に
４
　
只
Ｕ
い
も
の
を
完

成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
程
こ
の
産
品
が
、
広
く
長

く
市
民
や
観
光
客
に
親
１
　
呆
れ
る

ぷ
コ
、
産
品
の
名
称
か
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
慕
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
月
八
日
㈲
の
「
ふ
る

さ
と
の
味
覚
を
訪
ね
て
」
（
観
光

セ
ン
タ
ー
）
や
忿
食
出
来
ま
す
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
人
▼
応
募
方

法
…
○
官
制
は
が
き
に
よ
る
応
募

＝
産
品
①
②
の
名
称
、
本
人
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
忿
明
記
し
、
雲
雨
｛
所

商
工
観
光
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
）

へ
（
は
が
き
Ｌ
通
に
付
き
１
点
、

何
通
で
も
可
）
○
Ｓ
募
用
紙
に
よ

る
応
募
＝
応
募
用
紙
と
響
籍
を

次
の
各
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
投
票
し
て

く
だ
さ
い
（
１
通
に
付
き
Ｌ
点
、

何
通
で
も
可
）
－
中
央
・
宇
治
・

木
幡
・
小
倉
・
広
野
各
公
民
館
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観

光
案
内
所
。
市
役
所
連
絡
所
▼
締

め
切
り
・
：
３
月
８
日
剛
▼
審
査
と

賞
・
・
ふ
る
さ
と
産
品
開
発
委
員
会

で
審
査
し
、
入
選
作
品
に
は
粗
品

進
呈
▼
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」

　
３
月
１
日
か
ら
開
席

　
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
開
席
期
間
と
時
間
・
・
・
３
月
１

日
～
1
1
月
3
0
ぼ
。
午
前
1
0
時
～
午

後
ｔ
時
▼
料
金
…
抹
茶
・
せ
ん
茶

い
ず
れ
も
三
百
五
十
円
（
お
菓
子

付
き
）
▼
所
在
地
・
・
・
宇
治
塔
川
―

の
５
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
観
光
セ
ン

タ
ー
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
な
お
、
三
月
一
日
は
、
二
百
人

　
（
先
着
順
）
に
限
ひ
無
料
で
接
待

し
未
了
。

た
は
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

○
本
人
・
本
人
と
見
な
せ
る
人

　
①
納
税
義
務
者
②
納
税
義
務

　
者
と
同
居
し
て
い
る
親
族
③

　
納
税
管
理
人
④
相
続
人
。

○
代
理
人

　
①
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
、

納
付
書
な
ど
舎
″
参
し
た
人
②

所
有
者
本
人
の
則
聚
痔
参
し

た
代
理
人
等
。

　
ま
た
、
縦
覧
や
評
価
証
明
書

の
発
行
を
申
請
す
る
場
合
は
、

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
も
印
鑑

が
必
要
で
す
。
（
資
産
税
課
）

　
市
・
府
民
税
の
申
告

　
　
３
月
1
6
日
ま
で

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
、
三

月
土
八
日
囲
ま
で
で
す
。
ま
だ

お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め
に

申
告
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
人
、

ま
た
は
提
出
す
る
予
定
の
人
は
、

市
・
府
民
税
や
事
業
税
の
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

前
年
中
に
所
得
の
無
か
っ
た
人

に
も
手
続
改
正
、
申
告
用
紙
を

お
届
け
し
て
い
る
握
影
あ
り

ま
す
。
申
告
用
紙
裏
面
の
「
所

得
の
無
か
っ
た
方
」
欄
の
該
当

個
所
に
記
入
し
て
、
提
出
罵

　
市
役
所
で
は
、
申
告
期
間
中

は
土
曜
日
も
平
日
ど
お
り
午
後

五
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
未
了
。

ま
た
、
市
内
各
所
で
出
張
舜
に

付
け
（
日
程
は
二
月
一
日
発
行

の
宇
治
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
市
民
税
課
）

　
譲
渡
所
得
の
課
税
特
例

　
適
用
は
確
定
申
告
で

　
昨
年
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
資

産
を
売
却
し
た
人
は
、
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。
幽
係
書
類
を

整
え
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
譲
渡
所
得
の
計
算
〉

　
譲
渡
所
得
は
、
売
却
し
た
資

産
が
土
地
・
建
物
な
ど
の
不
動

産
の
場
合
は
分
離
課
税
、
そ
の

外
の
握
－
は
総
合
課
税
と
し
て

計
算
し
柔
ｙ
。
申
告
に
際
し
て

は
譲
渡
価
格
、
取
得
費
用
・
譲

渡
費
用
を
、
も
う
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
〈
特
例
適
用
は
確
定
申
告
で
〉

　
譲
渡
所
得
に
は
、
居
住
用
財

産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
特
別
控

除
（
三
千
万
円
）
な
ど
数
多
く

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
特
例
を

受
け
る
た
め
に
は
、
’
そ
の
旨
を

記
載
し
た
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
申
告
書
の
提
出
と
納
付
は
、

三
月
土
八
日
ま
で
で
す
。
譲
渡

所
得
の
申
告
手
続
き
な
ど
は
、

税
務
署
資
産
税
担
当
部
門
（
豊

＠
4
1
4
1
）
へ
お
問
い
令
り

＼
く
だ
さ
い
。
（
雲
親
務
署
）

消費生活と
観光のお知ら
せ

商工観光課
電話2231
41

税の

お知らせ

中央公民館
広野公民館
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